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役割―知識人の人間観ならびにその社会観（⚓）―』（札幌学院大学 第 13 号（通巻 13 号）49-127，2018
年⚒月）を参照下さい。また経済学との関係では，『今日の経済学と戦士ヨブの潔白な誓い―義人ヨブと
ヨブの悔い改めおよび今日の経済学―』（札幌学院大学 第 12 号（通巻 12 号）49-127，201 年 12 月）を参
考にして下さい。
2 エラスムスが平和主義者である点ついては，拙著『エラスムスの『平和の訴え』とその人間観ならびにその




一・藤本淳雄・猿田 悳共訳）『エラスムスの勝利と悲劇』93 ページ⚑から 11 行目参照）。
3 エラスムスが宗教家である点については，拙著『エラスムスの『エンキリディオン』と彼の人間観ならびに
社会観―知識人の人間観ならびにその社会観（⚑）―』（札幌学院大学経済論集 第 12 号（通巻 12 号）1-
















Erasumusʼs Views in terms of Free Will











は じ め に
エラスムスが『評論「自由意志」』（あるいは『自由意志に関する討論』6）（De libero arbi-











6 本稿では，エラスムス著（山内宣訳，徳義義和解説）『評論「自由意志」』（聖文舎 1977 年）において，エ
ラスムスが人間の「自由意志」をどうのように位置づけていたのかを探求し研究する。『自由意志に関する
討論』という翻訳語は，J. ホイジンガー著（宮崎信彦訳）『エラスムス―宗教改革の時代―』（筑摩書店，
1975 年）による（170 ページ下段 20 行目）。
7 二宮 敬著『人類の知的遺産 エラスムス』（講談社 1983）によると，エラスムスの『評論「自由意志」』
は 1524 年⚙月⚑日に上梓されている。この本は誰にも献じられていない。エラスムスは知己にそれを献
本している（106 ページ参照）。
8 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』（第 18 章 ルターとの論戦と保守主義への傾斜 1524-6）170
ページ下段 10 から 13 行目に「彼もルターと共に礼典，改悛の善行，断食等々のようなものは，よろこんで
否定するし，またルターよりは穏健ではあるが，秘蹟や聖ペテロの首長権などには自分なりの疑問もある」
と述べられている。
9 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』（第 18 章ルターとの論戦と保守主義への傾斜 1524-6）170 ペー








































13 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』（第 18 章ルターとの論戦と保守主義への傾斜 1524-6）171 ペー
























に，エラスムスのルターの 95 箇条の命題15 に対する姿勢16 を見てみよう。エラスムスがル
















14 上掲書『奴隷的意志について』534 ページ 15 から 20 行目。
15 これは，『贖宥の効力を明らかにするための討論』（1517 年）のことである。
16 エラスムスのルターへの手紙（1519 年⚕月 30 日）からエラスムスの敵対者への姿勢を探ってみる（前掲書
『エラスムス―宗教改革の時代―』附録 エラスムス書簡抄 ルターへの手紙参照）。
17 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』の附録「エラスムス書簡抄」の中の 1519 年⚕月 30 日付けのマ
ルティン・ルターに宛てた手紙を使用（239 から 242 ページ）。
18 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』附録 エラスムス書簡抄 ルターへの手紙（239 ページ下段⚖
から⚙行目）。
19 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』附録 エラスムス書簡抄 ルターへの手紙（240 ページ上段⚑
から⚒行目）。























21 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』附録 エラスムス書簡抄 ルターへの手紙（241 ページ上段⚕
から⚗行目）。ここでʞよい学問ʟ（良き学問）とはどのような学問であろうか。前掲書『エラスムス―宗











エラスムスの精神）110 ページ下段 13 から 111 ページ上段⚕行目参照）。このエラスムスの経糸であると
いうホイジンガーの見解には筆者は納得することができる。
22 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』附録 エラスムス書簡抄 ルターへの手紙（241 ページ上段⚘
から⚙行目）。
23 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』附録 エラスムス書簡抄 ルターへの手紙（241 ページ上段 12
から 16 行目）。
24 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』附録 エラスムス書簡抄 ルターへの手紙（241 ページ下段⚓
から⚕行目）。
25 沓掛良彦・高田康成訳『エラスムス＝トマス・モア往復書簡』書簡 45（1527 年⚓月 30 日付けのモア宛ての
手紙）（292 ページ⚒から⚓行目）。


































27 前掲書『エラスムス―宗教改革の時代―』（第 18 章ルターとの論戦と保守主義への傾斜 1524-6）170 ペー
ジ上段⚕から⚘行目。
28 前掲書『エラスムスの勝利と悲劇』173 ページ⚑から⚗行目。
29 前掲書『エラスムスの勝利と悲劇』173 ページ 15 から 174 ページ⚔行目。
30 ルターの予定説あるいは宿命論あるいは決定論にいては，本稿第⚒章第⚒節 2.1.1 では『創世記』からの聖

























































































































38 パロは，ギリシャ語ではファラオと言う。『出エジプト記』のパロは，エジプト新王国第 19 王朝のファラオ
のラメセス（ラムセス）⚒世（Ramesses II）（前 1314 頃―前 1224 年，または前 1302 頃―前 1212 年），（在
位 前 1290 年―前 1224 年，または前 1279 年―前 1212 年）であるという説がある。
39『出エジプト記』第⚙章⚓から⚖節参照。





43『出エジプト記』第⚙章 22 から第 10 章 19 節参照。
44『出エジプト記』第⚙章 27 節。
45『出エジプト記』第 10 章 16 から 17 節。





























48『出エジプト記』第 10 章 21 から 26 節参照。




























56『出エジプト記』第 12 章 37 節。このとき，女と子供を除いて徒歩の男子は約 60 万人であった，とある。ま
たイスラエルの人々がエジプトに住んでいた間は，430 年であった，とある（『出エジプト記』第 12 章 37 か
40 節参照）。
ラメセスは，ナイル川東側のゴセンの地にあって，ヨセフと彼の父（ヤコブ）ならびに兄弟が生活した町
（倉庫の町）であった（『創世記』第 47 章 11 節参照）。このラメセスという町は，ラメセス（ラムセス）⚒
世（Ramesses II）によって建てられた町と言われている。




58『出エジプト記』第 14 章 14 節。
59『出エジプト記』第 14 章 31 節。
60 所謂モーセの十戒の解釈には，「倫理的十戒」（『出エジプト記』第 20 章，『申命記』第⚕章），「祭儀的十戒」
（『出エジプト記』第 34 章 11 から 27 節）あるいは「性的十戒」（『レビ記』第 18 章⚖から 23 節）であるか
については様々論争があるようであるが，ここでは「モーセの十戒とは，倫理的十戒という説をとる。それ
によってはじめて彼の信仰・神学・倫理が表明され，彼の全生涯の活動もまた意義づけられるのである」
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スラエルの人々の生活は主（神）の掟と戒めによって秩序61 を保たれ，40 年の間荒野を彷徨
し，そして約束の地に導かれた。
『出エジプト記』第 33 章 19 節に，「神の意志」とは「わたしはわたしのもろもろの善をあ
なたの前に通らせ，主の名をあなたの前に述べるであろう。わたしは恵もうとする者を恵み，
あわれもうとする者をあわれむ」意志である，とある。
















公平に遇することを命じている。たとえば，『出エジプト記』第 22 章 22 節に「あなたがたすべて寡婦，ま
たは孤児を悩ましてはならない。もしあなたがたが彼らを悩まして，彼らがわたしにむかって叫ぶならば，
わたしは必ずその叫びをきくであろう」とある。


















































68 オリゲネス（Origenes Adamntius）（185 年頃生―211 年頃没）で，著書に小高 毅訳『諸原理について』（キ
リスト教古典叢書：9）（上智大学神学部編，1978 年）などがある。
69 前掲書『評論「自由意志」』44 ページ 14 から 16 行目参照。


































71 前掲書『評論「自由意志」』44 ページ 17 から 19 行目。
72 前掲書『評論「自由意志」』44 ページ 19 から 45 ページ⚑行目。
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79『イザヤ書』（『聖書』（日本聖書協会 1968）に納められている『イザヤ書』を使用する。以下同様）第 63 章



































81 前掲書『評論「自由意志」』45 ページ⚙から 10 行目参照。
82『出エジプト記』第 20 章 41 節に「あなたは姦淫してはならない」と神はモーセに告げている。ここで神は
怒っているが，真実がなく，愛情がなく，また神を知ることもないイスラエルの地を嘆いている。
83 ここでʞ主に罪をなすʟとは，モーセの十戒で，第七の戒律である，「あなたは姦淫してはならない」を犯





85 前掲書『評論「自由意志」』45 ページ 15 から 16 行目。


































ないでバビロンへ連れて行き，その死ぬ日まで獄屋に入れて置いた」とある（『エレミヤ書』第 52 章 10 か
ら 11 節）。また「バビロンの王に仕える侍衛の長ネブザラダンダはエルサレムに，はいって，主の宮と主の
宮殿を焼き，エルサレムのすべての家を焼いた。彼は大きな家をみな焼きはらった」とある（『エレミヤ書』


































ジプトに行くべきかどうかも含めて行くべき道を神に聞くことを願った（『エレミヤ書』第 40 から 42 章⚑
節参照）。
90『エレミヤ書』第 42 章⚕から⚖節。
91『エレミヤ書』第 42 章 10 節。
92『エレミヤ書』第 42 章⚗から 12 節参照。ここで，ʞこの地ʟとはユダの地を指すと思われる。たとえばミヅ
パを指しているのかも知れない。
93『エレミヤ書』第 42 章 17 節。
94 しかし，アモンびとのカレヤの子ヨハナンや高慢な人々は預言者エレミヤに臨んだ主の声に聞き従わずに，
ユダの地に止まろうとしなかった。神はその僕バビロンの王ネブカデレザルをエジプトに招き，エジプト


































98『エレミヤ書』第 44 章 12 節。
99『エレミヤ書』第 44 章 13 節。

































103 前掲書『評論「自由意志」』47 ページ⚙から 10 行目。
104 前掲書『評論「自由意志」』47 ページ 17 から 48 ページ⚒行目参照。




























107 前掲書『評論「自由意志」』50 ページ 17 から 18 行目。
108 前掲書『評論「自由意志」』49 ページ⚑から⚒行目。
109 前掲書『評論「自由意志」』48 ページ⚕から⚖行目。前掲書『評論「自由意志」』48 ページ⚗から⚘行目に
おいて，エラスムスは，ユダヤ人はイエスを十字架につけ完全に滅ぼそうとしたが，しかし神は彼らのその
ような不敬虔な計画を神のみ子の栄光と全世界の救済に変えたことをその例として挙げている。またその
48 ページ 18 から 19 行目において，バビロンのネブカデネザル王が⚓人のユダヤ人を怒りかつ憤って平常
より熱く燃える炉に投げ入れたが，王はその炉の中で⚔人がなんの害もなく歩いているのを見た。その第
四の者が神の子のようであった，という例を挙げている（『ダニエル書』第⚓章 19 から 25 節参照）。これは
神の行う神の奇蹟を説明したものである。ネブカデネザル王が意図したこととは反対になった。ユダヤの
⚓人の男は火炎に焼かれることはなかったが，⚓人を引き連れていた人々は火炎に焼き殺された。




113『民数記』第 23 章 11 節。





























116 前掲書『評論「自由意志」』48 ページ行 12 目。
117 前掲書『評論「自由意志」』49 ページ 12 行目。
118 前掲書『評論「自由意志」』49 ページ 12 から 13 行目。
119 前掲書『評論「自由意志」』49 ページ 14 から 15 行目。
120 前掲書『評論「自由意志」』49 ページ⚗から⚘行目。
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最後に，この節の結論を述べることにする。『出エジプト記』第⚙章 12 節，第⚗章 22 節や























123 前掲書『評論「自由意志」』50 ページ 17 から 19 行目において「神は，その意志を，それが欲するところに
赴くにまかせて彼の恩恵によって呼び戻そうとしたまわなかった」ので，その意志を働かせて人（パロ）の
意志を邪悪にする，と言う。

























第⚔節 パウロによる必然性に関する解釈 その 2：エラスムスの見解を踏まえて
この節では，本章第⚓節（前節）で取りあげたʞ必然性ʟに関する問題について考察する。










129 前掲書『評論「自由意志」』52 ページ 16 から 17 行目参照。






































































134『創世記』第 26 章 34 節参照。
135『創世記』第 26 章 35 節。
136『創世記』第 24 章⚓節参照。ここで彼女たちとは，ヘテびとのユデテとバスマラのことである。
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ると述べている。これも神の予知としての言である。滅びるイスラエルの人々は決まってい
ると言うが，誰（どの部族）が滅び誰（どの部族）が神によって救われるのであろうか。ま
























142 前掲書『評論「自由意志」』51 ページ 19 から 52 ページ⚑行目参照。この引用文で，ʞわたしたちʟとはロー
マ人を指している。
143『ローマ人への手紙』第 11 章 20 節。
































148 前掲書『評論「自由意志」』58 ページ⚙から 10 行目参照。
149 前掲書『評論「自由意志」』58 ページ 16 から 17 行目参照。
150 前掲書『評論「自由意志」』58 ページ 16 行目参照




































れる。このネピリムはアナクの子孫であると『民数記』第 13 章 33 節には記されている。また『ヨシュア
記』第 11 章 21 節に，ヨシュアが「イスラエルのすべての山地から，アナクびとを断ち，彼らの町々をも共
に滅ぼした」とある。






































161『創世記』第⚘章 20 から 21 節参照。
162 前掲書『評論「自由意志」』59 ページ⚘から 10 行目。
163 前掲書『評論「自由意志」』59 ページ 11 行目参照。






































171 前掲書『評論「自由意志」』61 ページ 11 から 12 行目。





175 前掲書『評論「自由意志」』60 ページ⚗から 11 行目参照。
































180 前掲書『評論「自由意志」』61 ページ 14 から 16 行目。







































188 前掲書『評論「自由意志」』62 ページ 13 から 15 行目。
189 前掲書『評論「自由意志」』62 ページ 12 行目参照。
190 前掲書『評論「自由意志」』62 ページ 15 から 16 行目。この引用は『箴言』第 16 章⚓節である。


































195 前掲書『評論「自由意志」』63 ページ⚙から 11 行目。
196 前掲書『評論「自由意志」』63 ページ 17 行目。
197 前掲書『評論「自由意志」』63 ページ 19 行目。


































204 前掲書『評論「自由意志」』64 ページ⚙から 10 行目参照。
205 前掲書『評論「自由意志」』64 ページ 12 から 13 行目。
206 前掲書『評論「自由意志」』64 ページ 11 行目参照。
207『コリント人への第一の手紙』は『聖書』（日本聖書協会 1968）に納められている『コリント人への第一の
手紙』を使用し，引用もこの『聖書』によっている。以下同様。
208 前掲書『評論「自由意志」』64 ページ 16 から 17 行目参照。
209『コリント人への第一の手紙』第⚓章⚙節。
210『コリント人への第一の手紙』第⚓章⚙節。
211 前掲書『評論「自由意志」』64 ページ 17 行目参照。


































215 前掲書『評論「自由意志」』52 ページ 16 から 17 行目参照。
216 前掲書『評論「自由意志」』52 ページ 17 から 19 行目参照。
217 前掲書『評論「自由意志」』53 ページ⚗行目。



























219『ローマ人への手紙』第⚙章 20 から 23 節。また前掲書『評論「自由意志」』53 ページ⚒から⚖行目参照。
220 前掲書『評論「自由意志」』54 ページ 17 行目。使徒パウロは，「だれが，神の意図に逆ら得ようか」なる箇
所や「造られたものが造った者に向かって，「なぜ，わたしをこのように造ったのか」と言うことがあろう
か」などの箇所をエラスムスは指しているのであろう。
221 前掲書『評論「自由意志」』53 ページ 15 から 16 行目。
222 前掲書『評論「自由意志」』53 ページ 10 行目。
223 前掲書『評論「自由意志」』53 ページ 11 から 12 行目。
224『テモテへの第二の手紙』は『聖書』（日本聖書協会 1968）に納められている『テモテへの第二の手紙』を
使用し，引用もこの『聖書』によっている。以下同様。
225 前掲書『評論「自由意志」』53 ページ 18 から 54 ページ⚑行目。エラスムスは，この箇所について「教育の
ため，聖書のうちに利用されているのであって，あらゆることに適合するというものではない」と言ってい
る（前掲書『評論「自由意志」』54 ページ⚒から⚓行目）。
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使徒パウロは，『ローマ人への手紙』第⚙章 22 から 23 節では「いっさいが神の手におかれ
ている」228 と言い，『テモテへの第二の手紙』（第⚒章 20 から 21 節）では「いっさいは人間の
手に置かれる」229 と言っている。多分使徒パウロも人間の行為は，「神の意志」と人間の「自
由意志」の協働によって帰結すると考えていたと思われる。エラスムスは『エゼキエル書』230


















228 前掲書『評論「自由意志」』54 ページ 17 行目。






233 前掲書『評論「自由意志」』56 ページ 13 行目。
234 前掲書『評論「自由意志」』65 ページ 18 行目。


































241『詩篇』第 127 篇⚑節。前掲書『評論「自由意志」』66 ページ 10 から 11 行目参照。
242 前掲書『評論「自由意志」』66 ページ 11 から 12 行目参照。
243 前掲書『評論「自由意志」』66 ページ 13 行目。



































249 前掲書『評論「自由意志」』67 ページ 17 から 18 行目参照。
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によって人間は何かをなし得ることを聖書から読み解こうとしている。エラスムスは，『マ





















263 前掲書『評論「自由意志」』70 ページ 12 から 13 行目。
264 前掲書『評論「自由意志」』70 ページ 12 から 13 行目。
265 前掲書『評論「自由意志」』70 ページ 12 行目参照。
266 前掲書『評論「自由意志」』71 ページ⚑から⚒行目。
267 前掲書『評論「自由意志」』71 ページ⚓から⚔行目。
268『ルカによる福音書』第 19 章 17 節。他方，神は，託されたお金をふくさに包み込んでしまっておいた悪い
僕（神を憎んでいる僕）からは，持っている少額の金をも取りあげた（『ルカによる福音書』第 19 章 20 か
ら 27 節参照）。
269『ヨハネによる福音書』第 15 章 15 節。また前掲書『評論「自由意志」』71 ページ⚖から⚗行目参照。
270『ヨハネによる福音書』第 15 章 17 節。また前掲書『評論「自由意志」』71 ページ⚗から⚘行目参照。
271 前掲書『評論「自由意志」』71 ページ⚘行目。




























る。エラスムスは『マタイによる福音書』第 10 章 31 節「それだから，恐れることはない」278
を引用して，「人間に対する恐れが取り除かれ，神に対する信頼がー神の摂理なしには全く何
事も生じないのだからー確かにされる」279 と説明している。よって，福音書家マタイからの
273 前掲書『評論「自由意志」』71 ページ⚙から 10 行目参照。
274 前掲書『評論「自由意志」』72 ページ 10 から 11 行目。
275『マタイによる福音書』第 10 章 29 から 30 節。また前掲書『評論「自由意志」』72 ページ 12 から 13 行目と
72 ページ 19 から 73 ページ⚑行目参照。
276 前掲書『評論「自由意志」』72 ページ 14 から 15 行目において，エラスムスは「主はあらゆる事物が必然的
に生じるとするディオメディス的必然を教えようと欲しておられるのではない」と説明している。



































281 前掲書『評論「自由意志」』74 ページ⚙から 10 行目。
282『コリント人への第一の手紙』第 15 章 10 節。また前掲書『評論「自由意志」』74 ページ 13 から 14 行目参
照。
283『コリント人への第一の手紙』第 15 章 10 節。また前掲書『評論「自由意志」』74 ページ⚗から⚘行目参照。
284 エラスムスは，『コリント人への第一の手紙』第 15 章 10 節「それは，わたし自身ではなく，わたしと共に
あった神の恵みである」をも引用しているが，エラスムスはラテン訳で「それは私自身でなく私に臨んだ神
































285 前掲書『評論「自由意志」』74 ページ 19 から 75 ページ⚓行目。
286 ここでの補完的とは，神の恩恵が先導して人間の「自由意志」を通して作用するという意味で説明される。
287 前掲書『評論「自由意志」』75 ページ 16 から 17 行目。
































289 前掲書『評論「自由意志」』73 ページ 11 行目。
290 前掲書『評論「自由意志」』73 ページ 12 から 13 行目。
291 前掲書『評論「自由意志」』73 ページ 14 から 15 行目。































294 前掲書『評論「自由意志」』73 ページ 17 から 19 行目参照。
295『ルカによる福音書』第 15 章 18 節。
296『ルカによる福音書』第 15 章 19 節。
297 エラスムスは，父が息子に走りよったことを，これを神の恩恵と解釈している。
298『ルカによる福音書』第 15 章 21 節。
299『ルカによる福音書』第 15 章 21 節。

































301『ルカによる福音書』第 15 章 29 節。
302『ルカによる福音書』第 15 章 30 節。
303『ルカによる福音書』第 15 章 31 節。



































































310 前掲書『評論「自由意志」』24 ページ 16 から 17 行目。
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ムスの勝利と悲劇』90 ページから 91 ページ参照）。







321 上掲書『中世の知識人―アラベールからエラスムスへ―』209 ページ 13 行目。
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